
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 23 オームの法則 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（千葉県） 

解答は次のページ 



  

 

 

 1    

（1）電圧計は抵抗器 X に並列に，電流計は抵抗器 X に

直列に，それぞれつなげればよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）図 2 より，電圧が 2V のとき 0.1A の電流が流れているので，オームの法則より， 

   

 20Ω 

 

 

 

（3）   より，電圧 Vが一定のとき，回路を流れる電流 Iは抵抗 R に反比例する（「塾技 23  」③）。

よって，R の値が小さいほど Iの値は大きくなり，R の値が大きいほど Iの値は小さくなる。 

ア～エのそれぞれの回路について R の値を考える。 

「塾技 24  」（1）より，R ア= 10 + 10 = 20〔Ω〕，R イ= 10 + 30 = 40〔Ω〕 

「塾技 24  」（2）より，R ウ=       。さらに，R エは 10Ωとわかるので，流れる電流は

大きい順に，ウ，エ，ア，イと求められる。 

 ウ，エ，ア，イ 
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塾技 23  補充問題 解答・解説 
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